
森林所有者

柏元 功太郎 氏



・所在：高尾山付近の関電道路（葡萄坂）沿い西側斜面。昭和期に大部分を売却。
・植生：ナラ類、エンジュ、ヒサカキ、センダン、ササなどで鬱蒼とした状態
・経緯：先祖より相続。昭和50年代頃？より放棄→平成30年より管理再開

「オガタの森」（柏原市大字大県）：柏元功太郎

山林概要

◯昭和期以前は伐木・立木売買
の記録あり。元々は薪炭林か。

◯本年より月１程度で自然観察会
・アケビのつるでリース作り
・エンジュの花を料理
・プチ薪割り体験
・スウェーデントーチ作成
→「をかしわらマルシェ」での活用計画

・ゲストハウスBed &Bicycleとのイベント共催
・当家管理の複合施設・大正通りポケットとの連携。

利用・活動



• 不法投棄の処理ー金銭的な負担と山の魅力の低減

• 境界問題：フェンス設置に道路明示が必要

• ナラ枯れ

• 市街地と山林の交流不足（柏中校区だけ？）

• 後継者の転出（東京配属）

①現在感じている課題

• 維持管理の負担感のない森林

→（金銭的な収益がなくても）持っていて楽しい森林

• 当家の山林だけではなく、山林所有者や地域内外の山好きな人が楽しんで

山を管理・活用できるコミュニティ・プラットフォームを作りたい！

＝山林の保全とコミュニティ/アクティビティの相互作用

→山間部と市街地の交流のきっかけ

cf.京都市雲ケ畑の「山仕事サークル杉良太郎」の山林ボランティアの体験

②想い描く柏原の将来の森林の姿



特定非営利活動法人ナック（NAC）

竜田古道の里山公園 所長

佐藤 眞史 氏



特定非営利活動法人ナック（NAC）
竜田古道の里山公園 所長 佐藤 眞史

自然体験活動の機会と場所の提供
・年間を通じた事業
・夏休み等のこどもキャンプ
・ファミリー向けアウトドア体験事業



①現在感じている課題
活動内容とエリアの限界
活動の認知と理解

②想い描く柏原の将来の森林の姿
市民（子どもたち）により開かれた森林
自然、生態系が豊かな森林



かしわら森の会
事務局長
桝谷 政則 氏

都市の活力を山村に導入して、国民が一体と
なってかけがえのない森林を守り育て、次の世
代に美しいみどりを伝えていくことを目的にふ
れあいの森づくりにより、緑化の推進に顕著な
実績をあげた団体を表彰



【かしわら森の会の活動報告】 事務局長 桝谷 政則

●柏原の自然環境を愛し、自然観察を楽しむ会。

● 人を森へ案内「インタープリター＝森のガイド」

● 「いぶらの森」で ”里山の森づくり” 整備と体験



親と子で“里山の森”を自然体験

森のステージで音楽会・紙芝居・ゲーム

今後展開したいこと
森の教育的利用 など


